
定常熱伝導解析 – 樹脂金型定常熱伝導



Step

定常熱伝導解析 - 樹脂金型定常熱伝導 > 解析概要00

こちらの資料では、定常熱伝導解析(温度が
飽和状態かつ、時間変化しなくなった状態)を
ご案内いたします。
樹脂金型モデルに接している流体による冷却を、
熱伝達率の設定によって再現します。



Step

定常熱伝導解析 - 樹脂金型定常熱伝導 > 解析設定01

①

解析をスタートするには、
IRONCAD アドインリボンタブの
IronCAD MultiPhysics の [Add FEA]
をクリックします。



Step

定常熱伝導解析 - 樹脂金型定常熱伝導 > 解析設定01

①

②

定常熱伝導解析を行うには、
[線形静解析/非線形解析] を選択して、
[OK] をクリックします。



Step

定常熱伝導解析 - 樹脂金型定常熱伝導 > 解析設定01

①

②

定常熱伝導解析を行うには、
[熱伝導] にチェックを入れます。



Step

定常熱伝導解析 - 樹脂金型定常熱伝導 > 単位、材料設定02

解析ツリーのモデルを選択後、
表示されたモデルページで [単位設定]
をクリックします。
ここで荷重を N 、質量を kg に設定
します。
(今回、荷重 N は必須の設定では
ありません。)
温度が C であることを確認します。
MPIC において、温度 ℃ は C と
表記されます。

※長さ単位は CAD で使用している
単位に合わせます。

①

②

③

⑤

⑥

④



Step

定常熱伝導解析 - 樹脂金型定常熱伝導 > 単位、材料設定02

①

②

③

⑤

材料設定をします。
ライブラリにある JIS C Steel の S55C を
設定します。
材料物理タイプで [応力] をチェックオフにし、
[熱伝導] をチェックオンにします。

④



Step

定常熱伝導解析 - 樹脂金型定常熱伝導 > 解析設定03

①

②

解析ページで [応力] のチェックを
外します。

③



Step

定常熱伝導解析 - 樹脂金型定常熱伝導 > 負荷設定04

負荷条件を設定します。
[熱流束] を選択します。

①

②



Step

定常熱伝導解析 - 樹脂金型定常熱伝導 > 負荷設定04

②

①

一度、熱流束を設定します。



Step

定常熱伝導解析 - 樹脂金型定常熱伝導 > 負荷設定04

熱流束を全熱量に変更します。
全熱量 500 W を樹脂成型面に設定します。
MPIC では全熱量の単位が J/s となっています。

※現在、全熱量を設定しても解析結果に
反映されないバグが発生しています。
解決策として、熱流束を設定した後に
全熱量に変更すると正常に反映されます。

④ ⑤

③

②

①



Step

定常熱伝導解析 - 樹脂金型定常熱伝導 > 負荷設定04

負荷条件を追加します。
[対流] を選択します。

①

②



Step

定常熱伝導解析 - 樹脂金型定常熱伝導 > 負荷設定04

熱伝達率 10 W/m^2/C 、雰囲気温度 20 C を
樹脂金型の平面以外の 5 面に設定します。
熱伝達率 10 W/m^2C は自然対流における
空気の熱伝達率とします。
単位換算を行うと、0.00001 J/s/mm^2/C と
なります。

①

④

②③



Step

定常熱伝導解析 - 樹脂金型定常熱伝導 > 負荷設定04

負荷条件を追加します。
[対流] を選択します。

①

②



Step

定常熱伝導解析 - 樹脂金型定常熱伝導 > 負荷設定04

熱伝達率 1500 W/m^2/C 、雰囲気温度 30 C を
樹脂金型の冷却水用穴に設定します。
熱伝達率 1500 W/m^2C は強制対流における
水の熱伝達率とします。
単位換算を行うと、0.0015 J/s/mm^2/C と
なります。

①

④

②

③



Step

定常熱伝導解析 - 樹脂金型定常熱伝導 > メッシュ設定05

②

[メッシュの生成] をします。
メッシュサイズはデフォルト値
のままです。

④

③

①



Step

定常熱伝導解析 - 樹脂金型定常熱伝導 > 結果表示06

[メッシュの生成] が完了したので、
結果ページの [解析] をクリックし、
解析実行します。

①

②



Step

定常熱伝導解析 - 樹脂金型定常熱伝導 > 結果表示06

温度の解析結果が表示されました。

こちらが、定常状態での温度分布の
解析結果です。



Step

定常熱伝導解析 - 樹脂金型定常熱伝導 > 結果表示06

②

①

アドインタブにあるボタンをクリックし、
メッシュを透明かつエッジを非表示にします。
[流線] のチェックをオンにすることで、流線が
表示されます。


